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情報システム学会第6回シンポジウム

*社会・人間と情報との関係*

「生命と機械をつなぐ授業」　　　

　　　　　　　- 「基礎情報学」からデザインした高校授業 -

埼玉県立大宮武蔵野高等学校　中島　聡
2013年5月18日
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共通教科情報の目標

学習指導要領では次の3つを上げている。

情報活用の実践力

情報の科学的な理解

情報社会に参画する態度

「IT機器の活用」ではない！
新課程 　　　　　　　旧課程

他より内容比率の高い科目

情報工学的

「情報の科学」

「社会と情報」

「情報B」

「情報C」

「情報A」※　なし

埼玉県では
80%が履修

10%

10%

15%

85%
具体的に何を教えれば良いのか？

コンピュータ?

望ましい情報社会の創造に参画しようとする態度
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教科情報の問題点

「情報＝コンピュータ」という誤解

学問的体系の欠如

● 教員の授業に
対する不安

● 学習意欲の低下

教員も生徒も、授業そのものに意味を見出せない。

「基礎情報学」で全面解決！

教科本来の目標にも合致する。

ITリテラシー教育であるとの誤解

● 指導要領にない
● 一部の企業に

のみ優位に作用
● 陳腐化

高校生に理解させる
ことができるか？

● 各種の検定を目的とした授業

● IT機器の操作習得の為の授業

● 新しいツールやサービスを利用するための授業

● 未定義のまま用語を使用した授業

● 一貫性の乏しい内容の授業

● 場当たり的、対処療法的な授業
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「基礎情報学」を高等学校の授業へ

『生命と機械をつなぐ知』と『生命と機械をつなぐ授業』の関連

第1章
　　情報

第2章
　　システム

第3章
　　メディア

第4章
　　コミュニケーションと
　　　　　プロパゲーション

1.知覚と意味、そして情報
2.三つの情報概念・人の意識

3.ディジタルとアナログ

4.情報量

6.コミュニケーションの影響
7.現実-像と客観性

5.メディア

10.社会システムの進化

8.生物と機械
9.心的システム・社会システム

生命と機械をつなぐ知 生命と機械をつなぐ授業 人間

社会

システム
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人間-「情報と意味を捉え直す」

主観性から情報や意味の概念形成へ。無意識における身体の重要性について。

知覚・意味

主観性

無意識

● マリオットの盲点
● 錯視

客観世界の不在

情報の定義

3つの情報概念

コミュニケーションからの拘束/制約

擬似客観世界
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社会-「コミュニケーションを捉え直す」

機能的分化社会

観察者

コミュニケーションからの拘束/制約

コミュニケーションの
　　　　　　　　成立条件

成果メディア

現実

擬似客観世界の成立

コミュニケーション能力

現実-像

現代社会の特徴、常識とは？また、コミュニケーション能力について考えさせる。

常識

無意識
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システム-「基礎情報学」のシステム論

生命、心的、社会システムを分析。システム論から「情報社会の望ましい方向に
進化させる」ために必要なことを考えさせる。

生物と機械

心(思考)と社会

社会の進化

オートポイエティック・システム

コミュニケーションの定義

階層的自律コミュニケーション・システム

構造的カップリング

進化

超-社会システム

プロパゲーション

望ましい情報社会の創造に参加しようとする態度
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システムセクション

全体構成

概念図

　機能的分化社会、成果メディア、

　 コミュニケーションからの拘束/制約、現実-像、…

社会セクション

情報の定義、3つの情報概念、擬似客観世界、無意識、…

人間セクション

社会システム

心的システム

オートポイエティック・システム、コミュニケーションの定義

階層的自律コミュニケーション・システム、

超-社会システム、プロパゲーション、…
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授業形態

プレゼンテーションと学習プリント（穴埋め式）

※ 高陵社書店のWebページにてプレゼン
テーションのディジタルデータを公開中。

http://www.koryosha.co.jp/item/01/
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授業実践

授業ビデオ(YouTube「生命と機械をつなぐ授業」)
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ご清聴有難うございました。

終わり


